	会議の結果

	件　　　名
	令和６年度田辺市社会教育委員会議　第１回定例会

	日　　　時
	令和６年５月21日（火曜日）　午後２時～午後３時30分

	場　　　所
	田辺市役所１階多目的ホール１

	
	○社会教育委員
出席者11名：　尾崎委員、桐本委員、九鬼委員、小山委員、坂本委員、砂野委員、
中根委員、西川委員、松場委員、宮本委員、柳川委員
欠席者２名：　加藤委員、久保委員
○事務局７名：　佐武教育長、狼谷教育次長、那須生涯学習課長、大西生涯学習課参事、
下岡生涯学習推進係長、中野公民館係主事、小出生涯学習推進係主査



１．開会　教育長挨拶

２．議長挨拶

３．．説明事項・報告事項
（１）令和６年度田辺市教育行政基本方針及び各課活動方針について
（２）教育委員会機構図及び生涯学習課機構図について
（３）令和６年度当初予算について
（４）令和６年度まちづくり学びあい講座について
（５）令和５年度まちづくり学びあい講座の実施状況について
（６）令和５年度生涯学習センター利用者数について
（７）令和５年度公民館活動参加者数について
（８）令和６年度植芝盛平翁顕彰事業　合気道国際奉納演武について
（９）文化振興課行事予定について
（10）南方熊楠顕彰館行事予定について
以上の項目について、事務局より一括して説明及び報告を行った。

【質疑応答・主な意見】
　　　Ａ委員：７ページ（２）に教職員の健康管理のことが書いてあり、その中に35歳以上の教職員を対象としたことも書かれていますが、若い人もストレスがたまると思いますので、35歳未満の教職員も対象にしてあげてもらえたらと思います。
　　　事務局：担当の学校教育課に共有させていただきます。
　　　　議長：まちづくり学びあい講座に関連するかもしれませんが、市庁舎が新しくなり、小学校の児童や中学校の生徒、地域のコミュニティの方々が庁舎を見学したいとおっしゃった場合の窓口はありますか。
　　　事務局：新庁舎整備室が窓口となりますので、見学の希望がありましたら、新庁舎整備室にお問い合わせいただくようお願いします。
副議長：45ページの公民館活動参加者数に関して教えてください。サークルのところが、南部公民館３サークルで約1,700人とあり、人数をサークル数で割ると１サークルあたり500人を超える形となりますが、通年で活動しているサークルの参加人数という認識でよいでしょうか。
　　　　事務局：数値については、定期的に活動されている公民館サークルの延べ参加者数となります。
　　　　副議長：延べ利用者数が相当数あるように思いましたが、どのように見て評価すればよいでしょうか。感覚的にはとても利用されているように思いますが、どのような人たちが集計されているのか、それに対して担当課としてどのような評価をしているのか、どのあたりを目指せばいいのかというところを教えていただきたい。
　　　　事務局：コロナ以前と比べると、年間の延べ利用者数は少なくなっているかと思います。教室・サークルの延べ参加者数については、公民館を貸館的に使用して活動されているという人数になるかと思いますが、公民館事業の延べ参加者数については、公民館が企画する事業やイベントに参加いただいた人数になりますので、どちらかというと後者の増減がどうなっているかが重要かと考えています。
　　　　副議長：難しい部分もありますが、en+では主催事業と貸室利用でどの程度稼働しているかという稼働率を見るようにしています。年間の稼働率を見て１日にどれだけ入っているか、その数値を以って施設がちゃんと稼働していることを対外的に説明するようにしています。公民館の貸館がどのように使われているのか、この資料では延べ人数という集計ですが、稼働率もあれば分かりやすいかと思いました。
　　　　事務局：おっしゃるように、稼働率という視点で見ると延べ人数とは違った見方ができると思いますので、そうした指標での見方を考えていくようにしたいと思います。

４．協議
（１）人材育成事業企画部会について
第１回人材育成事業企画部会において協議した内容について、事務局より説明を行い、協議を行った。
一般公開講座については、次回の部会で引き続き検討することとなり、高校出張講座については、田辺高校で実施する内容を確認したほか、田辺工業高校における実施に向けて調整を進めていく方向性を確認した。中学校出張講座については、本年度も東陽中学校での実施に向けて協議を進めていくこととなった。
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　高校出張講座
　　　副議長：補足ですが、まち歩きに関しては高校生のみ対象で、もちろん社会教育委員は同行可能です。講師との打ち合わせでは、市役所も近いので市役所集合という話も出ましたが、最終的には一番良いのが学校発着となりました。今回、周辺が住宅地で観光地的なところがないので、先日、講師にメールで相談したところ、「高校生にとっては身近すぎるところで難しいかもしれませんが、ちょっと思考を変えてみるといつもの道も違って見える良い例になるかもしれません。」との返事をいただきました。また、「コースの中に市役所が入れば、市役所で十分好きなポイントを見つけられるので良いかと思います。私は静岡から大阪の大学に進学し、大阪で一人暮らしを始めたとき大阪のスーパーに売っているものが、静岡で売っているのと違うものが多くてワクワクしました。一歩外に出ると当たり前と思っていたものが当たり前ではなかったりする。スーパーやコンビニでだってその違いがある。身の回りでわくわくできることはたくさん転がっていることを「オークワ」でも語ることができます。」とのことで、先ほど報告にもあったように、まちの見方、その視点を学ぶというこちらの意図は既に掴んでいただいているので、必ずいい場になると期待しています。小雨決行ですが、余程の大雨であれば、校内でやることも可能だと講師の方がおっしゃっていました。実際、体育館で講座をした後、体育館の中で好きなところを探してもらったこともあるそうで、学校の中で好きなところを探してそれをみんなで言い合うというのもいいのではないでしょうか。講師の方も具体的なイメージを膨らませていただいているようで、非常に楽しみです。
　　　　議長：現状、田辺工業高校さんとはお話しできていない状況ですが、社会教育委員会議としては昨年度に引き続き実施したいという気持ちで、できれば卒業生に登壇してもらって、より身近な講座にしたいということで、調整を進めるということでよろしいでしょうか。
　　　副議長：田辺高校出張講座の関連で補足です。せっかく来てもらうので、当日の講座だけでなくまち歩きもやってもらうことになっていますが、翌日も何かできないかと相談する中で、内部的にはなりますが、公民館主事向けに研修してはどうかと打ち合わせをしています。　
　　　　議長：前回の部会で、公民館のしあさってを継続的にやらないんですかというご意見が挙がっていまして、今回、講師の方のお話を伺っていると、「やっている本人が面白くないと続かない」、「他人も面白いと思わない」、「好きなところを見つけよう」とか、西山さんのお話と似ているところを感じました。講座を聞くことで、公民館主事の皆さんが、新たな視点を得て、人が集い、交流できる事業が企画できるようになれば、我々もやった甲斐があるということでその方向となりました。
　　　事務局：公民館主事向けの研修ですが、事務局としては講師の帰る時間も考慮して、できれば午前中に設定したいと考えております。

　中学校出張講座
　　　Ｂ委員：これまで中芳養と東陽で経験させてもらいましたので、他の中学校でも活用してもらえたらと思い、他の校長先生方にも声掛けをさせてもらいました。１件引き受けていただけそうなところもありましたが、うまくまとまりませんでした。そうした中で、今年度も東陽で活用させてもらうことも考えていて、庁舎移転で距離が非常に近くなったので、市役所と本校の生徒が連携できないかと考えています。昨年度は福福の岡野さんに講演いただきましたが、今年は田辺市役所に生徒が来させてもらって、いろんな部署の職員、できれば東陽中学校出身の先輩にそれぞれの部署の仕事のことや市役所を選んだ理由などお話を聞けたらと思っています。３年生になると貢献活動に取り組んでいくので、もしかするとそうした部分でどこかの部署と連携するきっかけにもつながるのではないかと思い、提案させていただきました。
　　　　議長：次回の人材育成事業企画部会で協議する宿題としていただいておくということでよろしいでしょうか。実施時期はいつ頃を想定されていますか。
　　　Ｂ委員：12月に職場体験に行って、２月に立志式があるので、できれば12月から１月に実施して、職場体験からの流れで立志式につなげていきたいと考えています。
　　　　議長：時期が先になるので、宿題としていただいて、実際に田辺市側の受入が可能か分かりますか。
　　　事務局：東陽中学校出身の職員は一定数いると思いますので、対応は可能かと思います。
　　　　議長：田辺市側の対応が可能ということであれば、具体的なところを固めていく時間を社会教育委員で持たせていただいて、中学校と調整を進めていくこととしたいと思いますが、いかがでしょうか。
　　　　一同：異議なし。

　その他
　　　　議長：その他として、社会教育委員としての見識を深めるための研修をしてはどうかという提案も出ていて、今回の講座にしても、中学生が市庁舎で学習するという現場にしても、各委員さんにご参加いただければ十分な研修になると思いますが、こういったことを勉強したい、興味があるといったことがあればお聞かせいただければと思います。
　　　Ｃ委員：本来、近社連と県社連が社会教育委員の研修の場でもあるんですが、いつも近社連に行って思うのが、地域で頑張っている人と社会教育委員として頑張っている人を一緒にして扱っているので、いい話を聞いた程度で終わってしまうが残念に思います。社会教育委員でやっていることと、地域で一生懸命やっていることは分けて考えないといけない。地域で一生懸命やっている人が社会教育委員のときもあるし、社会教育委員が地域で一生懸命やっているときもあるので、そこを整理して議論してほしいと近社連で発言するんですが、「そうですね。」という回答をもらうだけで改善されていないと感じています。みんなで「社会教育委員とは何か」を考える場があって無いようなもので、学ぶということが常にどこかに行ってしまっていて、近社連は輪番制で担当府県が毎年変わり、担当府県内でも担当市町村が輪番制で動いていて、担当者も変わるので、いろいろなことが引き継がれず、その一方で参加する人は同じ方々が大半なので、「またこれか。」ということになっています。研修として必要なことがあれば、講師になって何か喋りますので、言ってもらえればと思います。
　　　Ｄ委員：以前もお話ししましたが、教育委員の皆さんと交流したいと考えています。学校が様変わりしていて、自分たちが取り組んできた育友会活動とは違ってきていると思うので、各学校を訪問して状況を把握されている教育委員さんたちのお話をきかせてもらって勉強させていただきたいのと、何か解決につなげられたらと思っています。

５．その他
（１）県社連等のイベントスケジュールについて
　・田辺西牟婁社会教育委員連絡協議会総会・研修会
日時：７月２日（火）午後１時30分～　場所：田辺市役所１階多目的ホール１・２
・近畿地区社会教育研究大会［京都大会］
　日時：９月６日（金）午前10時20分～　場所：京都テルサ（京都府京都市）
・田辺西牟婁社会教育委員連絡協議会第２回研修会（伊都地方社会教育委員連絡協議会合同開催）
　日時：11月26日（火）午前　　　　　　場所：未定
・和歌山県社会教育研究大会
　日時：11月26日（火）午後　　　　　　場所：Ｂｉｇ・Ｕ
（２）第２回定例会の日程調整について
　・第２回定例会を７月18日（木）～31日（水）の間で調整することとした。

６．閉会　副議長挨拶
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